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□文部科学大臣表彰
○学校保健及び学校安全表彰
会津若松市立東山小学校 学校歯科医

小汲三代太
○学校給食表彰
猪苗代町立猪苗代小学校
会津若松市立第一中学校 栄養教諭

松谷 祐子
○地方教育行政功労者表彰
前会津若松市教育委員会教育長

星  憲隆
前猪苗代町教育委員会委員長 岩橋 紀男
猪苗代町教育委員会教育長  土屋 重憲
○キャリア教育優良校表彰
柳津町立西出中学校
○「地域学校協働活動」推進に係る表彰
北塩原村学校支援地域本部
○優良PTA表彰
喜多方市立熊倉小学校父母と教師の会
○子どもの読書活動優秀実践図書館表彰

○へき地教育関係功績顕著な団体・施設

猪苗代町立長i瀬小学校
○優秀教職員
会津若松市立鶴城小学校

教諭 岩本 宏幸
磐梯町立磐材1第一小学校

教諭 古川 潔
喜多方市立松山小学校 教諭 峯岸 睦浩
福島県立大招高等学校 教諭 本田 一弘
○「児童生徒 (団体)の部」特別功績団体
猪芭代町立猪苗代中学校

女子パ ドミントン部

喜多方市立第二小学校 合奏部
□県学校関係緑化コンクール

《学校林等活動の部》
〇知事賞・福島民報社社長賞
会津若松市立湊小学校
○教育長賞
会津若松市立コ|1南小学校

《学校環境緑化の部》

①福島県森林組合連合会会長賞
会津若松市立川南小学校

□県学校保健会表彰 (学校保健功労者)
会津若松市立門田小学校 学校歯科医

遠藤 秀樹
湯川村立笈川小学校  学校歯科医

小久保俊一

猪苗代町立千里小学校  養護教諭
渡部 則子

□県学校歯科保健優良校表彰
O優秀賞
会津若松市立大戸小学校

磐梯町立磐梯第二小学校

喜多方市立第一小学校
喜多方市立上三宮小学校
喜多方市立駒形小学校
湯川村立笈川小学校
湯)|1村立勝常小学校

□県学校給食会優良団体・功績者表彰
○優良団体

1   会津若松市立会津図書館          ○知事賞・福島民友新聞社社長賞          会津若松市立湊小学校

|□県教育委員会表彰                 磐梯町立磐梯第一小学校         ロバ、くしまっ子ごはんコンテスト (学校賞)
| ○地方教育行政功労者             ○教育長賞                    会津若松市立―箕小学校

1   猪由代町教育委員会教育長  土屋 重憲    会津若松市立大戸小学校            猪苗代町立千里小学校

| ○学校教育功労者               ○関東森林管理局長賞               猪苗代町立緑小学校

1   喜多方市立第一小学校 校長 大場 健哉    会津美里町立本郷小学校            会津坂下町立坂下中学校

l ①社会教育関係功績顕著な団体・ i施設表彰    ○福島県学校緑化推進委員会会長賞         会津美里町立新鶴中学校
1   猪苗代町立猪苗代小学校父母と教師の会     会津若松市立湊小学校
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迎
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造
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さ
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「
教
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委
員
会
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酒
造
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合
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と

い
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が

一
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あ
る
の
か
」
な
ど
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冗
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を
言
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れ

て
お
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ま
し
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。

そ
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で
、
お
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に
ま
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一
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。

よ
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水
と
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の
よ
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と
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と
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じ
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合
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溶
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り
ま
す
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ん
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小
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中
学
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に
子

供
達
が
学
び
、
そ
こ
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
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な
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学
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れ
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と
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当
時
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生
時
代
の
出
来
事
が
ノ
ス

タ
ル
ジ

ッ
ク
に
振
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懐
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1 お、くしまを十七字で奏でよう絆応、れあい支援事業 ～ら、れあいと 絆をつくる
本事業は、子どもと家族、子どもと地域の大人、子ともと子どもなど、家庭や地
域における人と人とのかかわりの中で感じた思いや願いなどを十七音で表現するこ
とをとおして、子どもの豊かな心を育成することをねらいとした、県教育委員会の
重点事業です。今年度の応募総数は3, 847点 で、会津域内すべての公立小中学
校から往l応募いたださました。ありがとうこざいました。
《主な入選作品》

【復興部門】

く最優秀賞〉五年たち 母の背たけに おいついて
五年たち ′S、さもみょうがも 食卓ヘ

く優 秀 賞〉ぼくにはね 応、るさとお、たつ あるんだぞ
浜育ち いiまも想いは 波にゆれ

【許牛 音呂 P弓】
く佳  作〉反抗期 テスト期間は 停戦中

願わく|ぎ テスト終わりが 終戦日

十七字 ～

会津坂下町立坂下南小学校

会津若松市立門日小学校

会津若松市立第四中学校

毎

　

々

　

　

午

６

母

１

母

　

３

父

星  杏奈
星  博美
遠藤 陽介
遠藤 朋子

赤城すぐ鈴

赤城俊―郎

2 地方創生総合支援事業 ～チーム会津で臨む防災力向上プロジェクト「守。破。離」～
会津地域怖策れ向上珊修会
今後の災書に備え、防災体制の整備・充実を図るため、
(1)日時 :平成 28年 11月 17日 (木 )

下記のとおり開催しました。

(2)会場 :福島県ハイテクプラザ 会津若松技術支援センター
(3)参加者 i44名 (行政担当者、町内会、教員、公民館職員等)

“

)講演 |「災書と情報」へ′熊本地震をきっかけに～

東洋大学 社会学部 コミュニケーション学科

教授 中村 功 氏
(5)講義及び演習 :

「東日本大震災の教訓はいかされたのか」

～熊本地震について防災シミュレーション教材

「さすけなぶる」をとおして考える～

福島大学うつくしまら、くしま未来支援センター

特任准教授 天野和彦 氏

県教育委員会では、道徳教育総合支援事業「応、く

しま道徳教育推進プラン」として様々な施策を展開

しています。今回は、その一環としての会津地区の
二つの取組をお伝えします。
1 道徳教育地区別推進協議会
平成 26～ 28年度の 3年間の口ニテーションに
より、今年度は、小 。中・高校の教員 39名、 PT
A4名の計 43名の参加者で、推進校である会津若
松市立湊中学校を会場に実施しました。

上越教育大学大学院早川裕隆教授の講話では、道

徳の教科化に向けた動向や授業改善の視点について

研修しました。推進校の実践報告及び授業参観では、

教科化に向けた視点による授業実践及び家庭・地域

との連携を図った取組について理解を深めました。

校種別による研究協議では、道徳教育全体計画「別

葉」及び「応、くしま道徳教育資料集」の効果的な活

用方法等について話し合い、共有化を図りました。

2「特別の教科 道徳」の実施に向けた地区別研修会
小学校で平成 30年度から「特別の教科 道徳」
が完全実施されることをうけ、改正学習指導要領の

趣旨を実現するための視点や方策について、会津域

内各小学校及び特別支援学校小学部の道徳教育推進

教師を中心とした教員 65名が班別協議を行いまし
た。各校の成果や課題をもとに、教科化に向けた自

校での取組の方向性を明確にしました。

二つの取1組を通して、望ましい道徳性の育成のた

めのよりよい実践及び道徳教育推進体制の確立に向

けた改善策を探ることができました。
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「磐lTh町幼小中一貫教育α)新たなステップ」

磐梯町は、これまで町内にあ

る1つ の幼稚園、 2つの小学校、

1つの中学校で連携型の幼小中

一貫教育を進めてきました。一貫教育の柱として、

幼稚園から小学校、中学校と学校段階に応じてオー

ルイングリッシュで行う英語活動に力を入れて町

独自の特色ある教育としてきました。

そのため本町の子どもたちは、「話すこと」「聞

くこと」を通して英語に慣れ親 しむ素養が身につ

いていることは大きな成果だと思っています。併

せて、「読むことJ「書 くことJへの子どもたちの

知的欲求が高まっていることから、今後は 4つ の

領域をバランスよく育む活動の段階へ移行するな

ど改善していく必要性も考えています。

また、幼小中一貫教育の基礎は早期の幼児教育

にあるとの考えから、このたび町内の先生方と幼

児教育及び「OECDに よる生徒の学習到達度調査」

磐悌町教育委員会教育長 田 中  靖 貝J

等で世界の最先端を行くフィンランドの教育視察

をしてきました。これは、首長である町長が町の

未来を展望した「町づくりは人づくり、人づくり

は即ち教育」の理念の下、教育を町政の柱に据え

た事業の一環として行われたものです。

首都ヘルシンキから離れた地方の町を視察の対

象にしまし/たが、国が示したナショナルカリキュ

ラムを基に磐梯町と同様の小さな自治体が幼稚園

や学校と共にどのように独自色を出して教育を進

めているのか等をつぶさに視察してきました。

これらの成果や改善点を踏まえ、我が町におい

ては、幼稚園・小学校 。中学校の 12年間を通じ
て育成すべき資質・能力を各学校段階で共有する

などの一葉i性を更に強め「磐梯町ならではの教育」

の特色を一層明確にして、新たなステップの幼小

中一貫教育を進めようと考えているところです。

会津若松市教育委員会

会津若松市歴史資料センターヽ「まなべこ」

会津若松市歴史資料センター「まなべこ」は、

平成26年 7月 のプレオープンを経て、平成27年 9

月13国 にグランドオープンしました。「先人に1童

れ、郷上に誇りを持つ学びの場Jを コンセプトに、
会津の歴史を学ぶ入り口となるような、分かりや

すく、親しみやすい展示や講座を行っています。

常設展示は年 2回の展示替えを行っており、現

在は「院内御廟を探るJを メインテーマとして、

東山町院内にある、会津藩主とその家族が眠る墓

所について展示しています。碑石の拓本や絵図、

全長約 5メ ートルにもなる、亀に似た神獣を模し

た石像の実物大の平面展示なども行っています。

企画展示室では、年に 7回程の企画展を開催し

ており、 2月 7日 からは、会津若松市史研究会に

よる「新収蔵・公開資料展」として、市史研究会

の活動内容や、今年度、解読・発見した史料の展

示を企画しています。

「まなべこ」で開催 している歴史文化講座は、

専門職員による案内で身近な歴史に触れながら町

歩きをする講座や、歴史や文化を学びながら工作

をするワークショップ、講演会など、さまざまな

プログラムで行っており、大人から子どもまで多

くの方々にご参加いただいています。

会津の歴史に関してもう少し詳しく知りたい時

には、郷土に関する図書やDVDを ゆっくり閲覧
できる学習コーナーがあり、毎週火曜と金曜の午

前中には、会津若松市史研究会の会員が直接、皆

様の質問に対応 します。ご希望の方には展示解説

もいたしますので、受付でお気軽にお声がけくだ

さい。今後も「まなべこ」を訪れる皆様が、楽し

く、身近に歴史や文化に触れられるような展示や

講座を企画してお待ちしています。ぜひお気軽に

お越 しください。



わ、ヽ クヽ イ生 第162号 平成29年 2月 10日 歴田

『カ
ラ
フ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
か
け
』

会津若松市立小金井小学校

3年 青 木  絢

様々な形の木を組み合わせて、
キーホルターかけを作りました。
釘を金づちで打つ初めての学習
でしたが、正しい道具の使い方
を理解し、釘を工夫して使って
木をつなげることがでさました。
色付けも丁寧にできました。
指導者 ―ノ瀬  幹

『チ
ョコレ
‐
卜
をも
ら
った
ラ
イオ
ン』

B召示El本寸立0召和ノJヽど学校

3年 本 名 大 地

物語「サーカスのライオン」
の大好さな場面を表現しました。
ライオンのたてがみを一本一本
描いてお、さ応、さな様子を、また
中心に大きく描いてライオンの
存在の大きさを表しました。周
りのお客さんにも動さをつけ工

夫しています。

指導者 石 塚 隆 広

小
拓

長
来

『
花
鳥
風
月
』

北
塩
原
村
立
裏
磐
梯
中
学
校

二
年

小

犠

亜

栗

筆順の変化や点画の省略を確
認して書きました。筆脈を意識
したことで、流れのある字にな
りました。繰り返し練習して字
形にも慣れ、全体のバランスの

整った伸びやかな作品になりま

した。

指導者 星  美由紀

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

横
田
地
域

・
横
田
小
学
校
合
同

運
動
会
は
、
地
域
の
方
々
に
ご
協

！力
を
い
た
だ
き
、
学
校
、
保
護
者
、

地
域
が

一
体
と
な

っ
て
実
施
さ
れ

ま
す
。
十
五
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、

多
く
の
方
々
か
ら
ご
声
援
や
拍
手

を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
達
成
感
や

満
足
感
を
味
わ
い
、
大
き
な
自
信

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域

の
方
々
に
見
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
、
子
ど
も
た
ち
の
落
ち
着
い
た

学
校
生
活
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

教
頭
と
し
て

「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
」
の
す
ば
ら
し
さ
と
、

期
待
と
信
頼
に
応
え
る
責
任
の
重

さ
を
実
感
し
ま
す
。
本
校
で
は
、

校
長
先
生
の
指
導
の
も
と
、
小
規

模
校
の
特
質
を
踏
ま
え
て

一
人

一

人
を
よ
り
よ
く
伸
ば
す
た
め
の
教

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

さ
ら
に
地
域
と
組
織
の
力
が
発
揮

さ
れ
る
よ
う
に
、
誠
心
誠
意
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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横田小学校

教 頭
仲川 重人

芸
術
科
の
教
員
と
し
て

福島県立

喜多方東高等学校

私
は
、
書
道
教
室
の
先
生
や
高

校
時
代
の
書
道
の
先
生
の
影
響
を

受
け
、
書
道
あ
教
員
を
革
ダ
トす
つ

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
月
に
二

回
、
南
相
馬
市
に
あ
る
書
道
教
室

に
通

っ
て
お
り
、
磨

っ
た
墨
の
匂

い
に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
校
芸
術
の
書
道
は
、
字
を
正

し
く
整
え
て
書
く
書
写
を
基
本
に

し
な
が
ら
、
鑑
賞
等
の
活
動
を
通

し
て
多
様
な
書
の
表
現
方
法
や
書

の
美
し
さ
を
学
び
ま
す
。
そ
れ
を

読
み
取
り
再
現
す
る
こ
と
で
、
豊

か
な
心
や
表
現
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

初
任
者
研
修
で
多
く
の
方
々
か

ら
教
師
と
し
て
の
姿
勢
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
芸
術
科
の

教
員
と
し
て
情
熱
や
信
念
を
持

っ

て
生
徒
と
向
き
合
い
、
常
に
ア
ン

テ
ナ
を
立
て
て
学
び
続
け
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
生
徒
た
ち
と
共
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教 諭
谷津田裕紀

初
心
忘
る
ぺ
か
ら
ず

会津若松市立

第二中学校

早
い
も
の
で
着
任
か
ら
十

ヶ
月

が
経
ち
、
明
る
く
素
直

で
ひ
た
む

き
に
，物
妻
と
向
き
合
う
と
左
に
と
温

か
な
心
で
関
わ
る
先
生
方
や
保
護

者

の
方
々
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
右
松
三

中

で
の
生
活
に
慣
れ
て
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
も
う
す

ぐ
六
年
の
月
日
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
当
時
、
役
に
立
ち
た
く

て
も
、
何
も
で
き
な
か

っ
た
自
分

の
無
力
さ
や
悔
し
さ
は
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
今
年
度
か
ら
、
故
郷

の

た
め
に

「学
校
教
育

・
学
校
体
育
」

の
面
で
関
わ
れ
る
環
境
を
い
た
だ

け
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思

っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す

が
、
若
松
三
中
で
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
吸
収
し
、
福
島
県
の
復
興
の

た
め
に
も
、
未
来
を

つ
く
る
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
全
力
を
注
い
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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